


ヌーヴェル・ヴァーグの展開／近未来への旅
フランス・ヌーヴェル・ヴァーグは、日常的、個人的なものを基礎にしたものばかりではありません。

さまざまな映画ジャンルを再生する試みでもありました。なかでも、 SF映画に対する執漕は多くの監督にみられます。

「ヌーヴェル・ヴァーグの展開／近未来への旅」では、好一対というべき短篇SFを組み合わせ、

ヌーヴェル・ヴァーグのある一面を浮き上がらせようとするものです。ジャン＝リュック・ゴダールの「未来展望」とクリス・マルケルの r ラ・ジュテ」は、

近未来を舞台にした人類社会への特巽なアブローチが特徴的です。しかも、オルリー空港という場を共有してもいます。

そして、「時間表現」への執驚。ある特権的な時間へのアブローチが、ゴダールとクリス・マルケルに共通する要素といえるでしょう。

そして、独創的な主題を浮き上がらせるのに、 2 作とも、他に類例をみない独特の映画表現を繰り広げています。

ゴダールにおける色彩の実験、マルケルにおける静止画面の大胆な活用ー一ーそうした映画表現がもたらす「未来ヴィジョン」は、

現在においても、いささかもアクチュアリティを失っていないばかりか、ますます輝きを増しているように感じられます。

28年ぷりの公開となる「未来展望」と劇場初公開となる「ラ・ジュテ」という、ヌーヴェル・ヴァーグが生み出した SF映画の傑作の同時上映は、

ヌーヴェル・ヴァーグの多面性の証明ともなるはすです。

クリス・マルケル監督のフォト・ロマン『ラ・ジュテ』待望の劇場初公開！！
ジャン＝リュック・ゴダール監督の「未来展望Jとの同時上映！！ 「 12 モンキーズ」の原案としても話題に・・・

未来を探しに、記憶の送迎デッキヘ 港千尋

映画は記憶の乗り物だ。もう何度見たかわからないくらいなの

に、オルリー空港の送迎デッキが出てくると、身体が動き出すのを

感じてしまう。そしてバリの、あの凍りついたモノクロームの空が

現われると、水のうえに落ちた枯れ葉のように、記憶がカサカサと

震えだしてしまう。未来から来た男の記憶が、いつのまにかぽくの

記憶になっているからか。記憶に濡れるいつの日か、恋人と歩いた

セーヌ左岸の植物園で、プラタナスを照らす五月の陽光のなかに、

廃墟の影が透けて見えたことがある。

すぺての写頁は遺された影だ。永遠の生命をもたないぽくらは、

いつかすべて遺影になる。クリス・マルケルが描く廃墟は、未来に

先回りして、失われる愛を見なければならない、ぽくらの運命そのも

のなのかもしれない。けれど、それなら、このフィルムに刻印された

光の美しさは、何なのだろう。それは、 1962年に刻まれたはすな

のに、ぽくには未来から来る光にしか見えない。それは夢じゃない。

だから何度でもぽくは行く、未来を探しに記憶の送迎デッキヘ。

もしかしたらいつか見た夢は本当にあった

ことだったのでは？まさかと思いながらも

何度もそんな事を考えてしまう・・・

この短いモノクロのモンタージュフィルムは

私をドキドキとさせる。

暗く、悲惨だけどまたどうしようも無く

ロマンチックでもある。

うやむやになった古い夢の中で、

自分も宿命の人と離れ離れになって

泣いたことがあるような気がしてきた。

とても罪深い映画である。 緒川たまき

LA  JETEE ラ・ジュテ

1963年ジャン・ヴィゴ賞受賞／1963年トリエステSF映画祭金賞受賞
監督・脚本：クリス・マルケル／編集：ジャン・ラヴェル／朗読：ジャン・ネグロニ
音楽：トレヴァー・ダンカン／美術：ジャン＝ピエール・シュドル

出演：エレーヌ・シャトラン、ダヴォス・ハニッヒ
アルゴス・フィルム作品／ 1962年／フランス／29分／白黒／ヴィスタ(1.66:1) 配給：ザジフィルムズ

（過去から未来へ） 28年ぶりの劇場公開アンナ・カリーナXゴダール『未来展望』、創場初公開『ラ・ジュテ」

7月31 日（土）よりレイトショーにて一攣上饒！！（8/27®まで）●夜21 :2誓晶醤
●前売特別鑑賞券1,300円発売中！ （当日一般1,500円の処）舅場窓口、エスト1PG、チケットセゾン、チケットびあにてお求め下さい灌舅場窓口でお戎めの方に特製ボストカードレゼントl!

『未来展望／ラ・ジュテ』公開記念特別オールナイト決定！！
7月 31 日（土）『12モンキーズ』『アルファヴィル』『夜と霧』『サクリファイス』
※『夜と霧』『アルファヴィル』はニュープリント上映
・料金3000円均一※『未来展望／ラ・ジュテ』の前売券／半券ご提示で2500円に割引！
・当日午後 1 時（予定）より整理券付チケットを販売します。・ 22:50開映／翌6:30終映予定 ノ http ://www.c i nemabox.com/

國置冒


